
　様式８ （用紙　Ａ４）

監理技術者・主任技術者一覧表

(1)　監理技術者及び主任技術者の一覧は下記のとおりです。

(2)　下記のとおり、監理技術者・主任技術者一覧表の技術者に変更があったので、届出をします。

岡山県知事 殿 令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日

3

１．新規許可又 ２．一般建設業の許可のみ→ ３．有資格区分等 ４．技術者の ５．技術者の
は許可換え 特定建設業の許可を申請 の変更 追加 削除

大臣許可コード
3 5 11 13 15

般
特

フリガナ （フリガナ）　 元号 ［平成 ： H，昭和 ： S， 大正 ： T］
3 5 10 15 18 20

3 5 10 15 20 2 5 30

　 3 5 7 11 13 15 17 19

3 5 7 11 13 15 17 19

監理技術者
有資格業種

フリガナ （フリガナ）　 元号 ［平成 ： H，昭和 ： S， 大正 ： T］
3 5 10 15 18 20

3 5 10 15 20 2 5 30

3 5 7 11 13 15 17 19

3 5 7 11 13 15 17 19

監理技術者
有資格業種

フリガナ （フリガナ）　 元号 ［平成 ： H，昭和 ： S， 大正 ： T］
3 5 10 15 18 20

3 5 10 15 20 2 5 30

3 5 7 11 13 15 17 19

3 5 7 11 13 15 17 19

監理技術者
有資格業種

フリガナ （フリガナ） 元号 ［平成 ： H，昭和 ： S， 大正 ： T］
3 5 10 15 18 20

3 5 10 15 20 2 5 30

3 5 7 11 13 15 17 19

3 5 7 11 13 15 17 19

監理技術者
有資格業種

　　　　　（裏面の記載要領に従い記載すること。）

　　　　　（監理技術者有資格業種は、裏面記載のコードを記入する。）

岡山県入札参加資格審査申請用

届 出 者
電話番号

項　　番

区　　　　分 ７ １

日岡山県知事 令和
平成 年国土交通大臣

許可 第

項　　番

氏　　　　　名 ７ ３

月許　可　番　号 ７ ２

日

建設工事の種類
（今　　後） ７ ４

年生年月日

建設工事の種類
（既提出分）

① ② ③ ④ ⑤

月

⑥ ⑦ ⑧

9

有 資 格 区 分 ７ ５
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

9

７ ９

７ ３

項　　番

建設工事の種類
（既提出分）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

日

建設工事の種類
（今　　後） ７ ４

年 月生年月日氏　　　　　名

9

有 資 格 区 分 ７ ５
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

9

７ ９

７ ３

項　　番

建設工事の種類
（既提出分）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

日

建設工事の種類
（今　　後） ７ ４

年 月生年月日氏　　　　　名

9

有 資 格 区 分 ７ ５
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

9

７ ９

７ ３

項　　番

建設工事の種類
（既提出分）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

日

建設工事の種類
（今　　後） ７ ４

年 月生年月日氏　　　　　名

9

有 資 格 区 分 ７ ５

７ ９

⑦ ⑧

9

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

（岡山県入札参加申請用）



１．この表は、岡山県に入札参加申請を行う全ての建設業者の方に次に掲げる技術者について記入の上、提出して

　いただきます。（当様式を用いて既に提出している方については、毎年提出する必要はありません。）

　　また、提出後の変更については、申請者全て下記２により必ず届出を行ってください。

　（１）　監理技術者　（常勤の職員）

　　　①特定建設業の許可を持っている建設業者の方で入札参加申請をする方のみ記入すること。

　　　②監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証を添付のこと。　（コピー可）

　　　　※勤務先等の最新情報が全て反映済みであり、有効期間内のものであること。

7 「監理技術者有資格業種」の欄の□には、監理技術者資格者証の交付を受け、監理技術者講習を過去５

年以内に受講している業種を下記区分コードにより記入すること。　（大臣認定者も記入すること。）

大： ０３ ０４ と： ０５ 石： ０６ ０７ 電： ０８ 管： ０９ タ： １０

舗： １３ １４ 板： １５ ガ： １６ １７ 防： １８ 内： １９ 機： ２０

園： ２３ ２４ 具： ２５ 水： ２６ ２７ 清： ２８ 解： ２９

　（２）　主任技術者　（常勤の職員）

　　　①入札参加申請業種に対応する有資格者のみ記入すること。 （実務経験の技術者及び大臣認定技術者を除く。）

　　　②氏名については、厚生年金標準報酬決定通知書の順番で記入すること。

　　　③同一業種においての複数の資格を有する技術者の資格は上位の資格のみを記入すること。

　　　④資格者証の写し及び常勤性確認資料（健康保険被保険者証又は直近の厚生年金標準報酬決定通知書）の写し

　　　　を添付すること。

7 「区分」の欄の□には、「４」を記入すること。

7 「許可番号」の欄の□には、大臣　（００）　知事　（３３）　・許可番号　・許可年月日を記入すること。

7
　
平

「氏名」の欄の□には、フリガナ　（カタカナ）　・氏名　（漢字）　・生年月日を記入すること。

7 「建設工事の種類」の欄の□には、記入しないこと。

7 Ｐ２４の有資格区分コード表により２桁のコード番号を記入すること。

２．提出後の変更については、変更後速やかに土木部監理課建設業班へ届出を行ってください。

　（１）　変更を届け出る際には「変更届出用」の文字を○で囲んでください。

　（２）　作成に当たっては、届出区分 （３有資格区分の変更 ・ ４技術者の追加 ・ ５技術者の削除） ごとに作成すること。

　（３）　有資格区分の変更・技術者の追加については、資格者証の写し（監理技術者については、上記の１（１）②が必要）

　　　及び常勤性確認資料（健康保険被保険者証又は直近の厚生年金標準報酬決定通知書）の写しを添付すること。

　　　例①：有資格区分の変更　（新たな資格を取得した場合）

7 「区分」の欄の□には、　「３」を記入すること。

7 「有資格区分」の欄の□には、Ｐ２４の有資格区分コード表により該当する２桁のコード

　　　　　番号を記入すること。

（新たな資格と既に届出している他の資格も記入すること。）

　　　例②：技術者の追加　（有資格者が増えた場合）

7 「区分」の欄の□には、　「４」を記入すること。

7 ～ については、　１（１）（２）の記入要領により記入すること。

　　　例③：技術者の削除　（届出している技術者が退職等した場合）

7 「区分」の欄の□には、　「５」を記入すること。

7 「氏名」の欄の□には、フリガナ　（カタカナ）　・氏名　（漢字）　・生年月日を記入すること。

7 ～ には記入しないこと。
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通： 井：２１

1

5

２２

9

9

絶： 消：
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＜監理技術者・主任技術者一覧表記載要領＞

土：

鋼：

０２

１２

9

建：

筋：

左：０１

１１ しゅ：

屋：

塗：


